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領収書 有□ 無□ （□にチェック） 会場での現金支払いをご希望の方はチェックしてください （□にチェック）

ご記入頂いた個人情報は研修会の参加手続き及びメールマガジンの送信、書面やインターネットを用いたご案内、請求書・領収証等の発送に

使用します。この研修会は私立・公立学校の教職員で管理職及び管理職候補者が対象です。対象外の方のご参加はできませんので予めご了

承ください。FAXは送信間違いに十分ご注意ください。録音・録画は禁止されています。予めご了承ください。

ＦＡＸ申込送信先 03-3221-5658
この用紙を切らずに送信してください。

申込用紙（ＦＡＸ ）

ふ り が な

★参加料について（９月２２日までにお振込み下さい。期日までのご入金が難しい場合はご相談頂ければ対応致します。）

振込先 三菱UFJ銀行 京橋支店 普通 ３０５２５０３ レリーフポイント株式会社 （振込手数料はご負担ください。）

学校リスクマネジメント推進機構とは？

研
修
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組織名

お名前（代表者）                          

ご出席者数 人 電話番号

役職  

□私立 ・ □公立 （□にチェック）

参加対象者：私立学校管理職及び管理職候補者

あなたは今、解決困難なトラブルや将来の心配事に悩まされているのかもしれません。しかし、諦める必要はありません。それは、この研修

会で新たなノウハウが手に入るからです。あなたや学校の未来に希望が見えるようになることをお約束いたします。 講師 宮下 賢路

※現在、全国で教職員の体調不良者の増加と併せ、トラブルの発生が非常に増えていることから学校の将来を考え緊急開催をします。この研修会

は講師が有する高度な専門知識と現場での実体験を基にしたレベルの高い内容となります。１人の受講生として学ぶ姿勢のない方や批判的なご発

言をされる方は、途中退席して頂く場合がありますので予めご了承ください。学校危機管理に真剣な方にノウハウを提供致します。        

★緊急開催★ 管理職向け 学校危機管理 速習講座

 大きな困難やトラブルを乗り切る ９つの極意とは？

９．メンタルをコントロールする技術とは？

８．ハードクレーマーの対応方法とは？

６．労働組合と対峙する際の究極の盲点とは？

７．クレームの初期対応の原理原則とは？

１．学校リスクマネジメントの考え方とは？

２．管理職に求められる情報リテラシーとは？

３．自殺者が出た場合の緊急対応の方法とは？

４．メディア対応の考え方と方法とは？

５．臨時保護者会を設計する方法とは？

◆開催日時 令和５年９月２６日（火） １３：３０～１６：３０

◆開催場所 アルカディア市ヶ谷（私学会館） 東京都千代田区九段北４丁目２ー２５

◆参加費  １名 39,800円（税込）※会員校・研修部会２名まで無料、ライト会員校１名19,900円（税込）

◆主催者  学校リスクマネジメント推進機構   電話 ０３－３２２１－５６５７

100%全額返金保証付
※研修内容にご納得がいかない場合には、

全額を返金させて頂きます。

◆マスコミ実績・書籍販売等

学校リスクマネジメント推進機構® 運営事務局 レリーフポイント株式会社                     東京都千代田区九段南3-2-15 富士ビル２階

研
修
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大学卒業後、上場企業出資のセキュリティー関連企業に勤務し、系列

会社の取締役に就任。主に外資系投資ファンドグループが日本国内で

実施している企業買収や不動産売買等に伴うリスクマネジメント・危機管

理業務の支援に事業部の責任者として従事。その後、国内大手危機管

理会社で反社会的勢力や企業不祥事等の調査、個人情報保護プロジェ

クト(リーダー)等を担当。グロービス・マネジメント・スクール、(社)経済同

友会 起業フォーラム(第一期生として選抜)等を経て、平成17年にレリーフポイント株式会社

を設立し、学校リスクマネジメント推進機構を運営している。

現在は学校での危機や不祥事の発生防止及び発生時の緊急支援などのアドバイスを行い

ながら、多数の私立学校や教育委員会等で研修講師を務めている。東京都23区の教育委

員会の内、20区が宮下氏が考案した危機管理研修を導入し、東京家庭裁判所 調査官研修

でも講師を務め、さらに令和５年には中央教育審議会の会長と石川県の校長研修会に講師

として登壇している。支援に伴う強みは、自身の幅広い専門知識と共に『問題解決に効果の

ある専門領域』を見極め、それらを組み合わせて効果的な支援ができること。日々、弁護士

や元警察官幹部等と連携しながら全国の学校を支援している。危機管理支援経験２８年。

★講師 宮下 賢路 学校リスクマネジメント推進機構代表
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